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胡
桃
館
遺
跡
は
現
在
の
鷹
巣
中
学
校
野
球

場
と
そ
の
周
辺
か
ら
出
土
し
た
平
安
時
代（
約

千
年
前
）の
遺
跡
。９
世
紀
後
半
か
ら
10
世
紀

初
め
の
役
所
跡
、ま
た
は
寺
院
だ
っ
た
建
物
と

み
ら
れ
、４
棟
の
建
物
と
そ
れ
ら
を
囲
む
柵
列
、

「
守
」「
寺
」と
読
め
る
墨
書
土
器
片
な
ど
が
な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
。�

　
一
説
に
よ
る
と
、遺
跡
は
同
時
期
の
十
和
田

火
山
の
噴
火
に
よ
る
土
石
流
で
埋
没
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。当
時
の
建
物
が
建
っ
た

ま
ま
で
残
っ
て
い
た
例
は
、奈
良
・
京
都
の
神
社
、

仏
閣
を
除
い
て
、ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
指
定
さ
れ
た
の
は
、出
土
し
た
建
築
部
材
３

５
８
点
、木
簡
２
点
、須
恵
器
・
土
師
器
23
点
、

附
随
す
る
建
築
部
材
50
点
の
計
４
３
６
点
。主

と
し
て
昭
和
42
年
か
ら
３
年
間
、秋
田
県
教
委

と
鷹
巣
町
教
委
が
発
掘
調
査
を
行
い
出
土
し

た
遺
物
で
、現
在
は
遺
跡
地
内
に
建
て
ら
れ
た

収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す（
昭
和
55
年
、

県
有
形
文
化
財
に
指
定
）。�

　
指
定
理
由
で
は
、「
古
代
建
築
の
遺
存
例
は

寺
院
の
礎
石
建
物
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、本
例

は
掘
立
柱
建
物
・
土
台
建
物
が
一
部
と
は
い
え

構
築
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
検
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、通
例
の
調
査
で
は
窺
い
知
る
こ
と
の

で
き
な
い
地
上
部
分
の
構
造
、具
体
的
な
部
材

の
組
み
合
わ
せ
方
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

稀
有
な
資
料
で
あ
る
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、こ
の
日
文
化
庁
か
ら
の
発
表
後
、中
央

公
民
館
で
開
か
れ
た
記
者
会
見
に
は
、遺
跡
を

管
理
す
る
市
教
育
委
員
会
の
長
岐
直
介
生
涯
学

習
課
長
と
担
当
者
、市
文
化
財
保
護
審
議
会
の

嶺
脇
勉
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
長
岐
課
長
は
、今
回
の
指
定
に
つ
い
て
、「
こ

の
た
び
の
指
定
は
遺
跡
そ
の
も
の
の
価
値
と
、

平
成
19
年
度
か
ら
奈
良
文
化
財
研
究
所
と
合
同

で
実
施
し
た
赤
外
線
調
査
や
年
輪
年
代
測
定
な

ど
の
最
新
の
科
学
技
術
を
応
用
し
た
調
査
成
果

が
評
価
さ
れ
、国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
も
の
と
思
う
。調
査
は
来
年
度
も
継
続
す
る
。

調
査
成
果
は
市
民
に
公
開
し
、関
心
を
高
め
て

い
き
た
い
」と
説
明
し
ま
し
た
。�

　
嶺
脇
審
議
会
長
は
、「
胡
桃
館
遺
跡
の
国
指
定

は
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
だ
け
に
喜
び
で
い
っ

ぱ
い
。奈
良
文
化
財
研
究
所
を
は
じ
め
関

係
者
の
指
導
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。地

域
の
皆
さ
ん
が
今
回
の
指
定
を
機
に
先
人

の
残
し
た
貴
重
な
遺
産
に
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
」と
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

　
北
秋
田
市
の
国
指
定
重
要
文
化
財
は
、

昨
年
10
月
に
指
定
さ
れ
た
本
城
の
金
家
住

宅
に
続
き
、４
件
目
に
な
り
ま
す
。�

　
市
で
は
今
年
度
、国
指
定
史
跡
の
伊
勢

堂
岱
遺
跡
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登

録
が
決
ま
っ
た
ほ
か
、金
家
住
宅
と
胡
桃

館
遺
跡
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、三

重
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。�

■
北
秋
田
市
に
お
け
る
重
要
文
化
財�

▽
旧
阿
仁
鉱
山
外
国
人
宿
舎（
建
築
物
‥

平
成
２
年
）▽
絹
本
着
色
松
に
唐
鳥
図<

佐

竹
曙
山
筆>

（
絵
画
‥
平
成
15
年
）▽
金
家

住
宅（
建
築
物
‥
平
成
20
年
）▽
胡
桃
館
遺

跡
出
土
品（
考
古
資
料
‥
平
成
21
年
） �

※
こ
の
ほ
か
、伊
勢
堂
岱
遺
跡
は「
国
指
定

史
跡（
平
成
13
年
）」、根
子
番
楽
は「
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財（
平
成
16
年
）」�

▲指定を受けコメントを述べる市文

化財保護審議会の嶺脇勉会長

�

�

胡桃館遺跡国重要文化財指定�

今
年
度
金
家
住
宅
に
続
き
２
件
目
、
出
土
品
４
３
６
点�

 

国
の
文
化
審
議
会（
会
長
‥
西
原
鈴
子
東
京
女
子
大
学
教
授
）

は
、３
月
19
日
、本
市
の
胡
桃
館
遺
跡
出
土
品
を
含
む
40
件
の
美

術
工
芸
品
を
国
宝
ま
た
は
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
な
ど

を
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

胡
桃
館
遺
跡
の
発
掘
当
時
の
様
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
昭
和
42
年
頃
）

▲

す 

え�

は 

じ�

う
か
が�

ほ
っ
た
て�

▲収蔵庫には掘立柱や建物の土台の

一部などの出土品が保管されています

胡
桃
館
遺
跡
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定

胡
桃
館
遺
跡
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定�

胡
桃
館
遺
跡
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定�
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第59回全国植樹祭御製碑除幕式／市長日誌�

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
の
御
製
碑
の
除
幕

式
が
３
月
12
日
、植
樹
祭
会
場
と
な
っ
た

県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
御
製
碑
は
、全
国
植
樹
祭
の
記
憶
を
後

世
に
伝
え
、秋
田
の
豊
か
な
水
と
緑
を
守

り
育
て
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
立
さ
れ
た

も
の
で
、天
皇
陛
下
が
植
樹
祭
の
情
景
を

詠
ん
だ
和
歌「
さ
は
や
か
に 

風
渡
り
く
る 

北
秋
田
に 

人
ら
と
と
も
に 

木
々
の
苗
植

う
」の
揮
毫
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。碑
は
幅

４
・
５
㍍
、高
さ
１
・
９
㍍
、奥
行
き
60
㌢
で

男
鹿
産
の
安
山
岩
で
で
き
て
い
ま
す
。�

　
お
野
立
所
前
で
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、

寺
田
秋
田
県
知
事
ほ
か
県
の
関
係
者
、岸

部
市
長
、一
般
の
見
学
者
な
ど
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
寺
田
知
事
が
、「
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨

席
の
下
、約
１
万
２
０
０
０
人
の
参
加
者

を
前
に
、秋
田
か
ら
自
然
と
の
共
生
、森
づ

く
り
の
大
切
さ
を
全
国
に
発
信
し
た
。地

球
温
暖
化
防
止
を
は
じ
め
環
境
対
策
が
世

界
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
中
、植
樹
祭

の
記
憶
を
こ
の
御
製
碑
に
込
め
、今
後
も

県
民
総
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
を
進
め
た

い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
除
幕
式
は
、お
野
立
所
南
側
に
設
置
さ

れ
た
御
製
碑
を
囲
ん
で
行
わ
れ
、寺
田
知

事
、岸
部
市
長
ら
関
係
者
と
植
樹
祭
で
両

陛
下
の
介
添
え
役
な
ど
を
務
め
た
竜
森
小

学
校
の
全
校
児
童
12
人
な
ど
で
除
幕
、御

製
の
刻
印
が
現
れ
る
と
、大
き
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。�

　
続
い
て
竜
森
小
学
校
の
児
童
が
桜
の
苗

木
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
樹
、さ
ら
に
12
人

が
全
員
で
６
年
生
の
堀
部
亘
世
君
を
真
ん

中
に
、緑
と
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。�

　
御
製
碑
の
周
囲
に
は
、全
国
植
樹
祭
で

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
手
植
え
さ
れ
た
ブ

ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、ミ
ズ
キ
な
ど
が
移
植
さ

れ
、シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
お
出
で
く
だ
さ
い
。�

▲県知事ほか全国植樹祭の関係者、竜森小の
児童らにより御製碑が序幕されました

◇
３
月
１
日
〜
15
日

市
長
日
誌

第
59
回
全
国
植
樹
祭
御
製
碑
除
幕
式�

全
国
植
樹
祭
の
記
憶
後
世
に�

1
日（
日
）▽
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
第
61
回
卒
業
証
書
授
与
式
に
出
席（
鷹
巣
農
林

高
校
）�

２
日（
月
）▽
秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
平
成
21
年
第
１
回
組
合
会
に
出
席

（
県
市
町
村
会
館
）▽
秋
田
県
地
域
医
療
対
策
協
議
会
に
出
席（
秋
田
市
ル

ポ
ー
ル
み
ず
ほ
）�

３
日（
火
）▽
合
川
高
等
学
校
平
成
20
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
に
出
席（
合
川
高
校
）

▽
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
出
席（
中
央
公
民
館
）▽
平
成
21
年
北

秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
生
活
環
境
常
任
委
員
会
に
出
席（
市
役
所
）�

４
日（
水
）▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会
保
健
医
療
推
進
部
会
に
出
席

（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

６
日（
金
）▽
山
の
芋
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
席（
中
央
公
民
館
）�

７
日（
土
）▽
大
竹
し
の
ぶ
さ
ん
と
懇
談（
阿
仁
ス
キ
ー
場
）�

８
日（
日
）▽
鷹
巣
中
学
校
卒
業
式
に
出
席（
鷹
巣
中
学
校
）�

10
日（
火
）▽
平
成
21
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議
‥
最
終
日
に
出
席

（
市
役
所
）�

12
日（
木
）▽
全
国
植
樹
祭
御
製
碑
除
幕
式
に
出
席

（
北
欧
の
杜
公
園
）�

13
日（
金
）▽
鷹
巣
医
師
団
定
例
医
談
会
に
出
席（
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
松
尾
）�

14
日（
土
）▽
ケ
ア
ホ
テ
ル
す
み
さ
ん
家
竣
工
披
露

パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

15
日（
日
）▽
韓
国
映
画「
ア
イ
リ
ス
」歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席（
秋
田
市
）�

全国植樹祭記念碑除幕式で（３/12）

ぎ
ょ
せ
い
ひ�

き
ご
う�

う�

の
ぶ
と�


